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＜要約＞
消費の習慣化は，消費を通じて消費を学習していき，学習が進むにつれ，享受される喜
びの度合が増していく過程を意味するとされる。そこでは，過去の消費経験の蓄積が，一
種の資本ストックとなって，以後の所定の消費からの効用水準に影響力を発揮するものと
される。
かかる所定の消費からの効用水準の変化は，時間経過にともなう選好の変化であり，一
方で，外部の好情報，すなわち社会契約，広告を通じたデモンストレーション効果の作用
にともなう変化であり，他方で，社会的，物理的相互依存性の作用にともなうそれである
とみなされ，とりわけ，後者は，喫煙，飲酒がその例として言及されてきたごとくである。
しかるに，かかる変化のあり方を左右する要素として，効用函数の（非）定常性，割引函
数の形状が指摘される。定常的効用函数，指数的割引函数の想定は，喫煙，飲酒，薬物等
の消費にともなう中毒性をも合理的選択理論の枠組の中で議論され得る合理的中毒性に導
く。
以下では，まず，合理的中毒性の議論に分析的基礎を与える異時点間の効用依存性の下
での最適定常経路のあり方と，その安定性に関する Ryder＝Healの議論を展望し，次い
で，合理的中毒性のあり方を，１財の消費が２種類の消費資本をもたらす場合における最
適消費経路の周期的行動の発生可能性，さらに，１財の消費資本ストックが現行消費を抑
制する負のフィード・バック効用が併せ作用する場合における最適消費経路の周期的行動
の発生可能性を安定的領域の特定化を通じて検討する。
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序１９６０年代に入ると，経済の貯蓄，資本蓄積の最適経路，それにともなう最適経済成長経路への関
心が高まりを見せ始めた。Cass［７］は最適成長の文脈で，各時点における消費からの定常的効用
函数の指数的割引因子による割引合計値を目標選好函数とする定式化を呈示した。これに対し，
Koopmans［１４］, Hicks［１２］は，疑問を呈し，消費の異時点間の補完性ないし効用の異時点間の依
存性の存在性を示唆した。
Samuelson［２４］，Ryder＝Heal［２３］は，所与の現行消費からの効用が過去の消費水準に依存する
という限定的ながら選好の時間的加法性を緩和する試みを展開した。前者は，異時点間依存性の下
でのターンパイク性（turnpike properties）に主眼点があり，後者は，過去の消費の加重平均とし
て定義された習慣的消費が負の限界効用をもたらす異時点間の効用依存性の下で，飽和点が存在す
る場合と存在しない場合における最適成長経路の定常状態の性質と安定性を確かめた。
しかるに，Ryder＝Healの議論は，１９８０年代に入って Becker＝Murphy［３］を先駆とする合理
的中毒性（rational addiction）の議論に分析手法的基礎を与えることになった。（関連作業として，
Iannaccone［１３］，Winston［３２］，Becker＝Grossman＝Murphy［２］，Dockner＝Feichtinger［９］,
Léonard［１６］，Feichtinger＝Prskawetz＝Herold＝Zinner［１１］，Bordley［４］等参照。所得形成の過
程に労働供給を導入する議論として，Ljungovist＝Uhlig［１９］，Seckin［２５］，Vendrik［３０］，Kubin＝
Prinz［１５］参照。）合理的中毒性の議論は，指数的割引函数を援用する点で Ryder＝Heal, op. cit.,
と共通点をもち，過去の蓄積である習慣的消費が現行の消費を上昇させるならば中毒的（addictive），
逆に，低下させるならば飽和的（satiating）と規定され，Ryder＝Healの時代には考慮されること
のなかった消費の周期的（cyclical）ないしカオス的（chaotic）行動の発生可能性が議論されつつ
ある。
本稿における我々の目的は，異時点間の効用依存性の下で，習慣的消費の一形態としての中毒的
消費のあり方を合理的選択理論の枠組の中で検討することにある。
まず，次節では，第２節での議論に分析的基礎を与える異時点間の効用依存性の下での最適経済
成長経路に関する Ryder＝Heal, op. cit.,の議論を代表的消費者の文脈に翻案し，最適定常経路のあ
り方を検討する。
第２節では，合理的選択理論の枠組の中で，合理的中毒性のあり方をみる。１財の消費が２種類
の消費資本をもたらす場合における最適消費経路の周期的行動の発生可能性をみた後で，蓄積され
た消費資本ストックが現行消費を抑制する負のフィード・バック効果が作用するところでの消費の
周期的ないしカオス的行動の発生可能性をみる。
最後に，若干の結論的言及がなされる筈である。
なお，本稿は最終稿ではない。
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第１節 習慣的消費
1．異時点間選好依存性
本節では，過去の消費経験から形成される消費習慣が現行の消費決定に影響をもたらすところで
の消費決定のあり方をみる。１）
本項では，連続的時間視野の中で，習慣的消費がもたらす効果と異時点間の消費の補完性をみる。
最適経済成長論の文脈の中で，異時点間の消費からの効用の加法和に依存する選好函数が適用さ
れてきた。例えば，Cass［７］が援用した定式化
J［c（・）］＝


ertu［c（t）］dt （１）
は，その典型的一例である。ただし，r は，指数的割引因子，c（t）は，t 期における消費水準であ
る。これに対し，Hicks［１２］は，そこでの異時点間での消費の独立性（independence）の想定は，
直観に反するとして異時点間における補完性（complementarity）の想定の妥当性を主張した。
しかるに，Ryder＝Heal［２３］は，ある財の消費からしたがう満足度は，その財の現行消費水準
にとどまらず過去の消費水準にも依存するとして，異時点間の依存性をもつ選好の下での最適経済
成長のあり方を分析した。以下では，Ryder＝Healの議論を，代表的な消費者の消費決定の文脈に
読み代えて，習慣的消費がもたらす効果をみることにする。
Ryder＝Healは，G. Katonaが１９５１年の著書 ‘Psychological Analysis and Economic Behavior ’ にお
いて主張する命題，すなわち，人間が現在置かれている消費環境に対面する際の気持は平均値を通
じて作用する過去の経験によって左右される，という命題を自らの議論に援用した。
過去に遡るにつれ指数的に低下していく加重（weight）ρ による過去の消費水準の加重平均 s（t）
は，t 期における消費水準 c（t），かつ，ρ＞０に対して
s（t）＝ρeρt


eρtc（τ）dτ （２）
で定義される。このとき，s（t）は，時点 t における習慣的消費水準（customary consumption level）
と呼ばれる。
さて，ある時点での消費からの限界効用が過去の消費と将来の消費とともに変化する可能性を含
む代表的消費者の評価（汎）函数は
J（c（・））≡


ertu［c（t），s（t）］dt （３）
で定義される。ただし，u［c（t），s（t）］は，瞬時的効用函数（instantaneous utility function）である。
ここで，u［c（t），s（t）］に対して，いくつかの仮定を設けよう。まず，
（A－1） uc（c，s）＞０ （４）
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（A－2） us（c，s）０ （５）
が仮定される。（A－1）は，所与の過去の消費習慣の下で，現行の消費の増加は効用を上昇される
こと，（A－2）は，逆に，所与の現行の消費水準の下で，過去の消費習慣の高水準化は，その効用
を上昇させることはなく，低下させるかもしれないことを意味している。さらに
（A－3） ucc（c，s）＜０，ucc（c，s）uss（c，s）（ucs（c，s））２０ （６）
（A－4） lim
c→０
uc（c，s）＝∞；lim
c→０
［uc（c，c）us（c，c）］＝∞ （７）
が仮定される。（A－3）は，瞬時的効用函数が c と s に関して凹函数を成し，c については，厳密な凹
函数を成すこと，（A－4）は，瞬時的効用函数が，いずれの s に対しても，c に関して原点の周りで十
分な曲率をもつことを意味する。
次に，消費者の所得制約条件を特定化する。
消費者は，財産 w を保有し，所得形成函数 f（w）を通じて財産ないし所得を増加させるものとす
る。２）このとき，財産は，一定率 δ で減耗していくものとする。消費 c に対し，所得制約条件
w＝f（w）δwc （８）
０cf（w） （９）
がしたがう。ここで，所得形成函数 f に関して，
（B－1） f（w）＞０，f′（w）＞０，f″（w）＜０，and lim
w→０
f（w）＝０，lim
w→∞
f（w）＝∞ （１０）
（B－2） lim
w→０
f′（w）＝∞，lim
w→∞
f′（w）＝０ （１１）
が仮定される。上の仮定は，所得形成函数 f が w に関して凹函数を成し，原点の周辺で十分な曲
率をもつことを意味している。
ここで，（２）式を時間に関して微分すれば，
s（t）＝ρs（t）ρeρt（eρtc（t））＝ρ（c（t）s（t）） （１２）
を得る。さらに，w０＞０，s０＞０を t＝０時点における歴史的に所与とされる財産，過去消費量とする。
以上の想定の下で，代表的消費者の最適制御問題
max
c（t）
J［・］＝


ertu［c（t），s（t）］dt （１３）
s.t. w＝f（w）δwc （１４）
０cf（w） （１５）
s＝ρ（cs） （１６）
s（０）＝s０＞０，w（０）＝w０＞０ （１７）
が定義される。ただし，時間要素は省略されている。
ところで，Ryder＝Heal, op. cit., は，異時点間の消費間の補完性（complementarity）を定義する。
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通常のかかる補完性は，効用函数からの限界効用，限界代替率の概念に基づいて議論される。しか
るに，目的函数が汎函数で与えられる文脈においては，汎函数の微係数の概念が援用される必要が
ある。Ryder＝Healは，Volterra［３１］が創案した汎函数の微係数，すなわち，Volterra微係数（Vol-
terra derivative）を援用する。
さて，時点 t１周辺における微小な消費量の増加からしたがう汎函数 J［c（・）］の増分を測定する
ものとする。ここで，c′（・）を
c′（t）＝c（t） for tt１ β２，tt１
β
２
（１８）
｜c′（t）c（t）｜＜α for t１ β２＜t＜t１
β
２
（１９）
なる函数を満たす無限の消費流列とする。次に，
ε＝


［c′（t）c（t）］dt＝





［c′（t）c（t）］dt （２０）
と設定すれば，｜ε｜＜αβ がしたがう。（図－1参照。）このとき，J の Volterra微係数は，
J′［c（・）；t１］＝lim
α→０
β→０
J［c′（・）］J［c（・）］
ε
（２１）
で定義される。直ちに，時点 t１と t２の間の限界代替率
R［c（・），t１，t２］＝
J′［c（・）；t１］
J′［c（・）；t２］
（２２）
を得る。
もし，時点 t３における消費の微小な増分が存在するとき，それが時点 t１，t２の間の限界代替率にも
たらす効果は，もう１つの Volterra微係数
c
β c（t）
c′（t）
α ε
c（t）
c（t）
t
t１ β２
t１
t１ β２
図－1
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R′［c（・），t１，t２；t３］
＝（J′［c（・）；t２］J″［c（・）；t１，t３］J′［c（・）；t１］J″［c（・）；t２，t３］）／（J′［c（・）；t２］）２ （２３）
で与えられる。このとき，R′［c（・），t１，t２；t３］＞０ならば，時点 t３における微小な増分は時点 t２から
t３へ選好をシフトさせる。このことは，時点 t３と t１の間に補完性が生ずることを意味する。逆に，
R′＜０ならば，時点 t３の増分は，t１から t２へ選好をシフトさせ，t３と t２の間に補完性を生む。もし，
選好汎函数が異時点間独立性をもつならば，R′＝０の場合に相当し，時点 t３の増分は，t１，t２の間の
選好に何ら影響をもたらすことはなくなる。
さらに，Ryder＝Heal, op. cit.,は，遠隔補完性（distant complementarity），隣接補完性（adjacent
complementarity）の概念を定義する。
いま，上の（２），（３）式で与えられた汎函数の微係数をとれば，t２＞t１＞０に対して
J′［c（・）；t１］＝ert１uc［c（t１），s（t１）］ρeρt１


e（ρr）tus［c（t），s（t）］dt （２４）
J″［c（・）；t１，t２］＝ρeρt１（ρr）t２ucs［c（t２），s（t２）］
ρ２eρ（t１t２）


e（２ρr）tuss［c（t），s（t）］dt （２５）
がしたがう。しかるに，（２４），（２５）式をそのまま（２３）式に代入する手続きは煩瑣に過ぎるため，すべ
ての t を通じて c（t）＝s（t）＝s（０）なる一定消費経路がしたがう場合を想定しよう。このとき，uc，us，
ucs，ussは定数となる。まず，（２４），（２５）式は，それぞれ
J′［c；t１］＝ert１［uc ρ
ρr us］ （２６）
J″［c；t１，t２］＝ρeρt１（ρr）t２［ucs ρ２ρr uss］ （２７）
と書き改められる。
ここで，仮定を追加しよう。
（A－5） uc（c，c）us（c，c）＞０ （２８）
が仮定される。（２８）式は，一様な消費水準の増加が効用を増加させることを意味している。
上の仮定（A－5）の下で，直ちに，J′＞０がしたがう。ここで，（２６），（２７）式を（２３）式に代入すれ
ば，０＜t１＜t２に対して
R′［c，t１，t２；t３］＝
ρ（ucs ρ２ρr uss）
uc ρ
ρr us
er（t２t１）［α（t３t１）α（t３t２）］ （２９）
がしたがう。ただし，
α（t）＝e（ρr）t for t＞０ （３０）
α（t）＝eρt for t＜０ （３１）
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である。しかるに，t３＜（（ρr）t１ρt２）/（２ρr）ならば，R′と ρ（ucsuss ρ２ρr）は同符号をとり，
t３＞（（ρr）t１ρt２）/（２ρr）ならば，逆符号をとる。図－2は，ucsuss ρ２ρr＞０の場合が描かれる。
t３＜（＞）（（ρr）t１ρt２）/（２ρδ）のとき，R′＞（＜）０となる。このとき，R′＞０ならば，t３と t１の間
に補完性が存在し，R′＜０のとき，t３と t２の間に補完性が存在する。前者の補完性は，遠隔補完性
（distant complementarity），後者のそれは，隣接補完性（adjacent complementarity）と呼ばれる。
２．定常解の安定性
本項では，上の最適制御問題（（１３）－（１７）式）の定常解の安定性を概観する。３）
まず，中毒性（addiction）と飽和性（satiation）の発生の可能性をみる。４）
習慣的消費が存在するところでは，消費の増加は一方的な効用の上昇をもたらすことなく，効用
の飽和点が発生する可能性が出てくる。すなわち，定常状態における比較によって，より高い習慣
的消費がもたらす不効用ないし不満足が，より高い現行消費からの効用ないし満足を上回るとすれ
ば全体の総効用は低下せざるを得ない。
ところで，前項の追加仮定（A－5）の下では，s＝c なる定常状態において，その水準の増加は効用
を増加させ続けることを意味していた。いま，横軸に s，たて軸に c を取れば，定常状態 c＝s は
４５°線で表わされる。ここで，前項で設けられた仮定（A－3），（A－4）を想起すれば
dc
ds＝
us（c，s）
uc（c，s）
＞０ （３２）
がしたがうから，s 軸に凸を成し左上方にシフトするにつれ高い効用水準を与える無差別曲線群が
したがう。（図－3参照。）因みに，４５°線に沿った c＝s の上昇は，効用水準を高めるから，かかる
財は，中毒性をもつそれに相当する。
次に，上の仮定（A－5）を緩和しよう。
いま，図－4において，s＝c＝c０が飽和点を与えるものとする。ここで，消費者の評価（汎）函数を
R′
t1 （ρr）t１ρt２
２ρr
t2 t3
図－2
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t＝t１時点において微分し，s＝c１で評価すれば，
J′（c；t１）＝ert１uc（c，c）us（c，c）
s
c


＝ert１uc（c，c）ρe
ρt


e（ρr）t１us（c，c）dt
＝ert１uc（c，c）
ρ
ρr us（c，c）

＝０ （３３）
を得る。ただし，等号は，同一無差別曲線上の変化からしたがう。また，c０＝c（t＝０），
c１＝c（t＝t１）を表わす。
c
s
０
図－3
c
c1
ρr
ρc0
s
c0 c1０
図－4
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いま，（３３）式右辺の［ ］内を
q（c）≡uc（c，c） ρ
ρr us（c，c） （３４）
と設定すれば，５）q（c）＝０のとき，飽和最適定常解（satiated optimal stationary solution）がしたが
うと言い換えることができる。しかるに，（３４）式を考慮すれば
q′（c）＝（ρr）ucc（２ρr）ucsρuss
ρr （３５）
がしたがう。（３５）式は，
ρ（ρr）q′（c）＝ρ（ρr）uccρ（２ρr）ucsρ２css
＝ρ（ρr）ucc２ρρ
r
２

ucsρ
２css （３６）
を意味し，さらに，

ρ
r
２


２
＝ρ（ρr） r
２
４ （３７）
を考慮すれば，
０ρ
r
２


２
ucc２ρρ
r
２

ucsρ
２uss
＝ r２４ uccρ（ρr）q′（c） （３８）
を意味する。したがって
q′（c） r
２ucc
４ρ（ρr）＞０ （３９）
がしたがう。（３９）式は，図－5に示されるごとき複数個の飽和定常解を与える可能性がある。上の
凹性の仮定（A－3）から，小さい c に対して q（c）＞０と仮定し得るから，最初の飽和最適解は q（c１）
＝０，q′（c１）＜０を満たすものとなるごとくである。
さて，代表的消費者の最適制御問題
max J［・］＝


ertu［c（t），s（t）］dt （４０）
s.t. w＝f（w）δwc （４１）
０cf（w） （４２）
s＝ρ（cs） （４３）
s（０）＝s０＞０，w（０）＝w０＞０ （４４）
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を想起すれば，当該期値 Hamilton函数（current−value Hamiltonian）
c＝u（c，s）pρ（cs）q［f（w）δwc］ （４５）
が定義される。ただし，p（t），q（t）（t０）は，（４１）－（４４）式を満たすそれぞれ s，w に関するシャド ・ー
プライス（shadow price）を表わす。
内点解が存在するものとすれば，最適条件
ucpρq＝０ （４６）
p＝pruspρ＝（rρ）pus （４７）
q＝qrq［f′（w）δ）＝（rδf′（w）］q （４８）
p（t）０ for all t （４９）
q（t）０ for all t （５０）
および，横断面条件（tranversality condition）
lim
t→∞
ertp（t）s（t）＝０ （５１）
lim
t→∞
ertq（t）w（t）＝０ （５２）
がしたがう。
   さて，まず，s＝w＝p＝q＝０を満たす修正黄金律（modified golden rule）を満たす解を求めよう。
f′（w＊）＝rδ （５３）
c＊＝f（w＊）δw＊ （５４）
s＊＝c＊ （５５）
q（c）
c０
c０ c１ c２ c３ c４
図－5
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us＝（c＊，s＊）＝（rρ）p＊ （５６）
q＊＝uc（c＊，s＊） ρrρ us（c
＊，s＊） （５７）
がしたがう。しかるに，（５７）式は，前項で定義された（３４）式に他ならないことに注意されたい。た
だし，仮定（A－5）の下では，
q＊＞ ρrρ（uc（c
＊，s＊）us（c＊，s＊））＞０ （５８）
がしたがう。
いま，上の定常解の近傍で，体系に線型近似を施そう。しかるに，（４０）式を想起すれば
ucc（cc＊）ucs（ss＊）＝（qq＊）ρ（pp＊） （５９）
or cc＊＝ucsucc（ss
＊） ρucc（pp
＊）１ucc（qq
＊） （６０）
がしたがう。このとき，
c
s＝
ucs
ucc，
c
p＝
ρ
ucc，
c
q＝
１
uccがしたがう。さらに，（４１）式に線型近
似を施せば
w＝（f′（w）δ）（ww＊）（cc＊）
＝（f′（w）δ）（ww＊） ucsucc（ss
＊） ρucc（pp
＊） １ucc（qq
＊） （６１）
を得る。
以上から，体系の線型近似式










s
w
p
q









	
＝










ρ（１ ucsucc）
ucs
ucc
uss（ucs）
２
ucc
０
０
f′（w）δ
０
q f″（w）
 ρ
２
ucc
ρ
ucc
（rρ）（１ ucsucc）
０
ρ
ucc
１ucc
 ucsucc
ρδf′（w）









	










ss＊
ww＊
pp＊
qq＊









	
（６２）
がしたがう。
いま，上の体系の特性根を μ とすれば，特性方程式
（rδf′μ）（f′δμ）
μ
２rμρ（２ρr）
ucs
uccρ
uss
ucc

	ρ（rρ）


 q f″ucc［μ
２rρμρ（rρ）］＝０ （６３）
がしたがう。しかるに，仮定（A－5），（３４），（５１）式を想起すれば
q＊＝q（c＊）＞０ （６４）
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rδf′（w＊）＝０ （６５）
がしたがい，上の特性方程式（（６３）式）は，
μ４２rμ３r
２ρ［ρrν］ q f″ucc

μ
２rρ［ρrν］
q f″
ucc

μ
ρ（ρr）q f″ucc ＝０ （６５）
と簡単化される。ただし，
ν＝（２ρr）ucsuccρ
uss
ucc （６７）
である。ν は，補完性の尺度を与え，ν＞（＜）０ならば，ストック s は隣接（遠隔）補完性をもつ。６）
多項式（（６６）式）の４つの根は
μ＝ r２±
１
２
r２
２σ
r４
４r
２σ４τ±１２
r２
２σ
r４
４r
２σ４τ （６８）
で与えられる。ただし，
σ＝ρ［ρrν］ q f″ucc （６９）
τ＝ρ（ρr）q f″ucc ＞０ （７０）
である。しかるに，c，s に関する効用函数の凹性，c に関する厳密な凹性の仮定（A－３）から
ν≡１
ρ
（ r２ρ）
２
ν （７１）
q f″
ucc 
r２
４σ＝ρ［ρrν］
q f″
ucc （７２）
がしたがう。
ところで，（６８）式の第１のベキ根は実数である一方，第２のそれは，虚数，実数の両方の可能性
があり得る。しかるに，根は， r２を軸に対称となるから，r＝０に対しては，負の実数部をもつ２
つの安定根と，正の実数部をもつ２つの不安定根を取ることになる。連続性の仮定より，r＞０が
小さい値をとるとき，この関係が成立しなければならない。
しかるに，２つの安定根をもつ定常解は修正黄金律に収束していき，このとき，これらの根が実
数根ならば結節点（mode），複素根ならば渦巻線（spiral）を描く。特性方程式（（６６）式）の４つの
根の積は
τ＝ρ（ρr）q f″ucc ＞０ （７３）
となる。多項式（（６６）式）の根（（６８）式）の第２ベキ解が複素根か実数根かは不明であったことを想起
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すれば，根の不安定性の議論は，それが複素根の場合に発生する。したがって
r
４
４r
２σ４τ＞ r
２
２σ （７４）
がしたがうとき，渦巻線の形態をとる。また，
 r
２
２σ
r４
４r
２σ４τ＞０ （７５）
がしたがうとき安定根がしたがう。
次に，仮定（A－5）を緩め，飽和最適定常解がしたがう場合を想定しよう。
上で，修正黄金律にある消費 c＊の下で q（c＊）＞０となるとき，修正黄金律が最適解となることが
確かめられた。逆に，q（c＊）＜０となるとき，（５０）式は満たされなくなり，修正黄金律は，最適安
定解とはならない。かかる場合は，前項の図－5において，c１＜c＊<c２あるいは c＊>c３となるとき発生
すると帰結される。
飽和最適定常解において，q＝０，したがってq f″ucc ＝０となるから，（６２）式に対する特性方程式は，
（rδf′μ）（f′δμ）［μ２rμρ（ρrν）］＝０ （７６）
と簡単化される。
しかるに，飽和最適安定解の近傍において，所得制約はレレバントでなくなるから，体系は
uc＝ρp （７７）
s＝ρ（cs） （７８）
p＝（rρ）ρus （７９）
と簡単化され，特性方程式は
μ２rμρ（ρrν）＝０ （８０）
がしたがい，根は
μ＝ r２±
１
２r２４ρ（ρrν） （８１）
で与えられる。（３８），（６７）式から，根は実数根となり，（３５），（６８）式から，第 i 根が q′（ci）＞０を満
たすとき両根は正根となり，q′（ci）＜０のとき，両根は，正，負と反対の符号をとる。前項の図－5
において，c１は鞍点解となり，以後 c４の接点解まで鞍点解と不安定結節点が交叉することが帰結さ
れる。
１） 本節は，最適経済成長論の文脈で展開された Ryder＝Heal［２３］の議論を代表的消費者のそれとして翻案し
たものであり，そこでの手続きの多く，および図－1から図－5をそれに負う。
２） 所得形成函数 f は，新古典派的生産函数に準ずるものである。
３） 本項での安定性の議論は，次節の議論に必要な限りにおいて展開されるものである。
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４） ここでの限界効用を用いる中毒性，飽和性の定義は，次節での合理的中毒性の文脈で下される定義と必ずし
も全面的整合性を満たし得ない。
５）（３４）式で定義される q（c）は，消費者の最適制御問題の定常解における所得ないし財産のシャド ・ープライス
（shadow price）を与える。次項，（５７）式参照。
６） 次節第１項，（１１２）式参照。
第２節 合理的中毒性
1．合理的中毒性と異時点間補完性
本節では，過去の消費蓄積が習慣を生み，中毒症状ないし依存症状をもたらす可能性に直面する
ところでの代表的消費者の消費決定のあり方と消費の周期性の発生可能性をみる。
まず，本項では，中毒症状ないし依存症状をもたらす可能性のある財，すなわち中毒財に関する
合理的消費決定と異時点間補完性のあり方をみる。
消費者が合理的選択理論の帰結に反する行動を見せる場合も少なくない。過食，節食，喫煙，飲
酒，さらには麻薬等の薬物依存は，かかる行動の例である。しかるに，Becker＝Murphy［３］は，
かかる中毒性を含む消費行動も，効用最大化行動と矛盾することなく，合理的選択の枠組の中で分
析を施せば，中毒性に関する新発見やより深い理解がもたらされると主張する。７）
ところで，消費者は各期毎にその時々の瞬時的効用函数を最大化するものと想定されるとき，か
かる行動は，消費者が，習慣が形成されたり，ストックが蓄積されていく過程に目を呉れていない
という理由で，近視眼的（myopic）なそれとして扱われる。そこで，近視眼の想定を取り下げる
と今度は，性急化現象と効用函数に割引函数が入り込むことに通ずる時間視野（time perspective）
に関連するもう１つの近視眼性が現われる。Strotz［２８］は，もし，それでも消費者が各時点毎に
効用函数の最大化を図るものと想定されるとすると，時間整合性（time consistency）という避け
て通れない難問に直面せざるを得ないことを指摘した。
今日，消費者が効用最大化を図ることは，現時点と後続の全時点にとっての最適決定を下すこと
を意味する。明日も，その後も，同様の計算をくり返す。しかるに，時間が進行したというだけの
理由で割引函数は異なった値を取ることになるため，例えば，今日，明日にとって最適と見える決
定は，それ以前の時点で，当該日にとって最適と見えた決定とは異なったものとなる可能性が出て
来る。自らの過去の決定を覆し続けるという自己矛盾に陥ることになる。かかる情況が生ずる十分
な理由は，上の性急化現象の存在である。これが，Strotzが掲げた時間（非）整合性の問題である。
ところで，Phlips［２１］は，今日の基準の下で下された決定が同一規準の下で明日覆される逆転
現象が生じないためには，割引函数が一定の割引因子をもつ指数的函数のそれでなければならない
ことを変分法の適用によって明らかにした。したがって，中毒性をもつ財に対する消費決定が合理
的であることは，指数的割引函数に基づく時間整合的な選好が想定されることと同義となる。以下
では，指数的割引函数を援用する合理的選択理論の枠組の中で合理的中毒性のあり方をみることに
する。
54
いま，過去の消費を，現行の消費とともに現行の効用に影響をもたらす消費資本（consumption
capital）とみなすものとする。消費者のある財に対する消費量が消費資本として蓄積されていくに
つれて上昇していくとき，消費者は中毒ないし依存症に罹っていると呼ばれ，そこでの財は中毒財
（addictive commodity）と呼ばれる。このとき，その蓄積が該当する財のみに関わるとき財特定消
費資本（commodity−specific consumption capital）と呼ばれる。反対に，ある財が複数の消費資本
を蓄積させるならば，過去の消費は複数のチャンネルを通じて現行の効用に影響をもたらすことに
なる。非財特定消費資本（non commodity−specific consumption capital）の場合に相当する。８）前節
で展開された習慣的消費の議論は，上の後者の場合に位置づけられる。
さて，中毒症状ないし依存症状の発症の危険を孕んだ中毒財は，その消費時点において効用をも
たらすプラス効果をもつ一方で，長期的に上の発症にともなう負の効用をもたらすマイナス効果を
併せ持つ特徴をもつ。例えば，過食は，賞味，満喫というプラス効果をもたらす一方で，体重増加
というマイナス効果をもたらすごとくである。かかる中毒財においては，その消費を中止したかと
思えば再開し，また中止するごとく周期的（cyclical）あるいは振動的（oscillatory）な不規則な消
費行動をともなう場合が少なくない。以下では，１種類の財が２種類の非財特定消費資本を蓄積す
る場合を想定し，消費の不規則行動の発生可能性をみる。
いま，代表的消費者は，各時点 t において，現行の消費 c（t）とその過去の蓄積である２種類の消
費資本 s１（t），s２（t）から効用函数
u（t）＝u（c（t），s１（t），s２（t）） （８２）
にしたがって効用を引出すものとする。効用函数 u（・）は，組（c，s１（t），s２（t））に関して同時に厳密
な凹函数を成し，また，交叉微係数 us１s２＝０，すなわち，一方の消費財の限界効用は，他方の消費
資本の水準から独立であるものとする。さらに，ucsj＞０（j＝１，２），すなわち，いずれの消費資本も
その水準が高いほど，現行の消費に関する限界効用は高くなるものとする。
ここで，消費資本ストック s１（t），s２（t）は，過去の消費 c（t）に対し蓄積過程
s１（t）＝c（t）δ１s１（t） （８３）
s２（t）＝c（t）δ２s２（t） （８４）
を通じて現行の効用に影響をもたらすものとする。ただし，δi（i＝１，２）は，ストックの減耗率ない
し記憶の喪失率であり，時間を通じて一定であり，さらに，δ１＞δ２と仮定される。
さて，一定の時間選好率 r による指数的割引函数をもち無限大寿命をもつ代表的消費者の目的は，
蓄積方程式（（８３），（８４）式），非負初期保有 si（０）＝si００の下で，効用流列の割引値の最大化を図る
ことであるものとする。消費者の問題は，
max
c（t）



ertu（c（t），s１（t），s２（t））dt （８５）
s.t. （８３）and（８４）
で表わされる。直ちに，Hamilton函数
＝［u（c（t），s１（t），s２（t））λ１（c（t）δ１s１（t））λ２（c（t）δ２s２（t））］ert （８６）
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がしたがう。１階条件
ucλ１λ２＝０ （８７）

λ１＝us１（rδ１）λ１ （８８）

λ２＝us２（rδ２）λ２ （８９）
および，横断面条件
～ ～lim
t→∞
ert［λ１（t）（s１（t）s１（t））λ２（s２（t）s２（t））］＝０ （９０）
～ ～がしたがう。ただし，s１（t），s２（t）は，すべての実現可能なストックの状態である。また，λi（i＝１，２）
は消費習慣 siのシャド ・ープライス（shadow price）であり，消費の将来の便益ないし費用の値を
表わす。したがって，合理的消費者は，シャド ・ープライス体系（λ１，λ２）を通じて現行行為の将来結
果を考慮していることが示唆される。
ここで，上の均衡体系の動学をみるために，効用函数を２次函数に特定化しよう。すなわち，
u（c（t），s１（t），s２（t））＝αcc（t）αs１s１（t）αs２s２（t）αcs１c（t）s１（t）
αcs２c（t）s２（t）１２αccc（t）
２ （９１）
がしたがう。ただし，αsisi＝０（i＝１，２）と仮定される。また，u の凹性から ucc＜０となる。
さて，c と s１，s２の定常状態値がゼロとなるように消費習慣ストックと消費の定義を変換しよう。
まず，s１（t），s２（t）の蓄積体系を一般形として
s１（t）＝a１１s１（t）a１２s２（t） （９２）
s２（t）＝a２１s１（t）a２２s２（t） （９３）
で表わし，（９２）式を時間に関して微分すれば
 s１（t）＝a１１s１（t）a１２s２（t）
＝a１１s１（t）a１２（a２１s１（t）a２２s２（t）） （９４）
がしたがう。ここで，（９２）式を（９４）式に代入すれば
 s１（t）＝a１１s１（t）a１２a２１s１（t）a２２s１（t）a１１a２２s１（t） （９５）
or s１（t）（a１１a２２）s１（t）（a１１a２２a１２a２１）s１（t）＝０ （９６）
がしたがう。しかるに，s１（t），s１（t）の係数は，係数行列 A＝｛aij｝（i，j＝１，２）の（trA）と detA に等
しい。（９６）式の解は
s１（t）＝a１１eμ１ta１２eμ２t （９７）
s２（t）＝a２１eμ１ta２２eμ２t （９８）
で与えられる。９）
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ここで，消費函数を導くために，（９７），（９８）式を（８３），（８４）式に代入すれば，
c（t）＝（a１１μ１a１１δ１）eμ１t（a１２μ２a１２δ１）eμ２t （９９）
c（t）＝（a２１μ１a２１δ２）eμ１t（a２２μ２a２２δ２）eμ２t （１００）
がしたがう。
しかるに，消費関数を線型函数
c（t）＝ξ１s１（t）ξ２s２（t） （１０１）
と特定化し，（９７），（９８）式を代入すれば
c（t）＝（ξ１a１１ξ２a２１）eμ１t（ξ１a１２ξ２a２２）eμ２t （１０２）
がしたがう。ここで，（９９），（１００）式の係数と（１０２）式のそれを比較すれば，
ξ１a１１ξ２a２１＝a１１（μ１δ１） （１０３）
ξ１a１２ξ２a２２＝a１２（μ２δ１） （１０４）
ξ１a１１ξ２a２１＝a２１（μ１δ２） （１０５）
ξ１a１２ξ２a２２＝a２２（μ２δ２） （１０６）
がしたがう。さらに，
a１１（μ１δ１）＝a２１（μ１δ２） （１０７）
a１２（μ２δ１）＝a２２（μ２δ２） （１０８）
がしたがう。以上から，一意解ξ１，ξ２，
a１１
a２１，
a２２
a１２

がしたがい
c（t）＝ξ１s１（t）ξ２s２（t）
＝（μ１δ１）（μ２δ１）
δ１δ２ s１（t）
（μ２δ２）（μ１δ２）
δ１δ２ s２（t） （１０９）
がしたがう。
もし，ξ１，ξ２＞０のとき，消費資本のストックが消費と正の相関をもつならば，消費者は完全中毒
的（fully addicted）であると呼ばれる。消費資本ストックの一方が消費と正の相関をもち，他方が
負の相関をもつならば部分中毒的（partially addicted）であると呼ばれる。
ところで，上の（９７），（９８）式を満たす根の特性方程式は
αcca１j（μjδ１）αcs１a１jαcs２a２jα１１a１jαcs１a１j（μjδ１）aδ１μj
αs２s２a２jαcs２a２j（μjδ１）aδ２μj ＝０（j＝１，２） （１１０）
で表わされる。しかるに，a１１（μjδ１）/（μjδ２）＝a２１を想起すれば，特性方程式は
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（μjδ１）（μjδ２）（rδ１μj）（rδ２μj）（μjδ２）（rδ２μj）A１
（μjδ１）（rδ１μj）A２＝０（j＝１，２） （１１１）
と表現し直される。ただし，
Aj＝
１
αcc
［（r２δj）αcsjαsjsj］（j＝１，２） （１１２）
である。Ajは，異時点間の補完性の尺度となる。もし，Aj＞０ならば，完全中毒にある消費者の消
費は消費資本ストック sjに関して隣接補完性（adjacent complementarity）を示し，Aj＜０ならば遠
隔補完性（distant complementarity）を示す。（不）安定性の議論は前節第２項のそれに準ずる。
2．消費資本のフィード・バック効果と消費周期性
本項では，現行の効用に寄与する中毒財の消費が蓄積されていく過程で消費自体を抑制するフィ
ード・バック効果が発揮されるところでの消費決定のあり方をみる。
前項では，合理的選択理論の枠組と整合する合理的中毒が不規則行動をみせる可能性をみた。
Dockner＝Feichtinger［９］は，さらに，安定的リミット・サイクル（stable limit cycle）が発生す
る場合への議論の発展化を試みた。持続的振動の存在は，初期条件の如何に関わらず，消費経路が
漸近的一定周期による周期的行動をみせることを示唆する。かかる周期的行動は，中毒財に関する
過去の消費と現行の消費の間の補完性の大きさによって生ずると結論する。
以下では，前節における Ryder＝Heal, op. cit., にしたがって過去の消費の加重平均を習慣的消費
とみなし，消費資本と呼び，そこでの消費の不規則（カオス）的行動の発生可能性をみる。
すでにみたごとく，過去の消費の蓄積である消費資本が現行の消費の増加を促がす類の財は中毒
性ないし依存性をもつと呼ばれるのに対し，逆に，現行の消費を減少させるそれは，飽和性をもつ
と呼ばれる。Feichtinger＝Prskawetz＝Herold＝Zinner［１１］は，過去の蓄積による消費資本が消費
を増加させる正の効果をもたらす反面，消費を減少させる負の効果を併せもつとき，前者が後者を
大きく上回るならば現行消費の飽和につながり，逆に，後者が前者を上回るならば，現行消費が抑
制されるフィード・バック（feedback）効果が作用し，消費の不規則（カオス）的行動が発行する可
能性を示唆した。
いま，Feichtinger et al. に示唆にしたがい，中毒財の消費の蓄積過程は，差分方程式
sn１＝cn（１δ）sn，s０＞０ （１１３）
で表わされるものとする。ただし，δ は一定の減耗率であり，過去からの習慣蓄積が記憶から失わ
れる度合を表わす。
他方，上の消費の抑制作用をもつ習慣蓄積は，閾値（threshold）の機能をもつものとする。こ
のとき，閾値 t の蓄積過程は，調整方程式
tn１＝ε（sntn）tn，t０＞０，０ε１ （１１４）
で表わされるものとする。ただし，ε は，調整速度を表わす。（１１４）式の表現は，閾値を成す習慣
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蓄積自体が中毒財の蓄積 s に依存し，一定とはならないことを意味している。したがって，現行消
費は，その増加を促がす習慣蓄積 s とその減少を促がす閾値 t との差（st）に依存するものとなる。
すなわち，消費函数は，一般的に
cn＝c（sntn） （１１５）
で表される。ただし，cs＞０，ct＜０がしたがう。
以上から，中毒財の習慣蓄積と閾値蓄積が構成する体系は，差分方程式
sn１＝c（sntn）（１δ）sn （１１６）
tn１＝ε（sntn）tn （１１７）
で表わされる。しかるに，（１１６）式は，tnが snに負の影響力を行使する負のフィード・バック（nega-
tive feedback）が，（１１７）式は，snが tnに正の影響力を行使する正のフィード・バック（positive feed-
back）が作用することを示唆している。このとき，負のフィード・バック作用は，中毒財の習慣蓄
積の無限大化を抑制すると同時に，体系に対し不安定化要因として作用する可能性を持ち合わせて
いることになる。
さて，上の体系（（１１６），（１１７）式）の定常解（stationary solutions）を sn１＝sn＝s＊，tn１＝tn＝t＊と設
定すれば，（１１７）式から，s＊＝t＊がしたがう。このとき，均衡値はパラメータとしての減耗率 δ のみ
に依存することになる。いま，上の体系の定常解の周りの動学をみるために，体系（（１１６），（１１７）式）
に線型近似を施し，均衡点（s＊，t＊）で評価すれば，Jacobian行列
J＝




１δcs
ε
ct
１ε



	
（１１８）
がしたがう。（１１８）式の特性根 λ１，λ２は，
λ１，λ２＝
１
２（tr J±（tr J）
２４det J
＝１２（２δcsε）±（２δcsε）
２４（１δcs）（１ε）εct） （１１９）
で与えられる。ただし，tr J は Jacobian行列のトレース，det J は行列式を示す。また，Δ＝（tr J）２
４det J は判別式を与える。
ところで，上の判別式が非負（Δ０）のとき，特性根は実根となり，特性根 λiが０＜λi＜１（λi＞１）
を満たすならば，単調収束（monotonic converging）（単調発散（monotonic diverging））するそれ
となる。逆に，特性根 λiが１＜λi＜０（λi＜１）を満たすならば，減衰振動（damped oscillatory）（発
散振動（diverging oscillatory））するそれとなる。
逆に，判別式が負（Δ＜０）のとき，特性根は，共役複素数となり得る。このとき，安定性はモジュ
ラス（modulus）に依存する。１１）複素数 λ＝abi のモジュラスは，
modλ＝｜λ｜＝｜abi｜＝a２b２ （１２０）
で定義される。すなわち，ガウス平面（Gaussian plane）で原点と点（a，b）との間のユークリッド
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距離（Euclidian distance）であり，｜λ｜＝１は，単位円（unit circle）を描く。（図－6参照。）
もし，｜λi｜＜１ならば，体系は減衰振動し，逆に，｜λi｜＞１ならば発散振動する。したがって｜λi｜
＝１のとき安定振動（stable oscillations）が起こる。｜λi｜＜０から｜λi｜＞０に移る，すなわち，単位
円の内部から外部に出るとき，体系は安定性を失ない定常状態の近くの経路に質的変化が起こる。
かかる唐突な変化は，分岐（bifurcation）と呼ばれる。このとき，｜λi｜＝０を満たす特殊点は分岐
点（bifurcation points）と呼ばれ，そこで，安定性の交代（exchange of stability）が生ずるごとく
である。
しかるに，Feichtinger et al., op. cit., は，上の Jacobian行列の第１行の csと ctが共通の絶対値を
もつ消費函数を指数函数
cn＝c（sntn）＝［１exp（β（sntn））］１ （１２１）
と特定化する。（１２１）式は，（st）c（st）座標に S 字型消費函数を与える。（図－7参照。１２））この
とき，パラメータ β（＞０）は消費函数の勾配の緩急の度合を表わし，消費の習慣蓄積の閾値からの
乖離に対し，消費がいかに敏速に反応するかの度合を表わす。β→０に対し，Heaviside函数
c（sntn）＝



１ sn>tn
０ sn<tn
（１２２）
がしたがい，β＝０に対し，c（sntn）＝０．５がしたがう。（図－7参照。）
さて，Feichtinger et al.の示唆にしたがって，指数的消費函数（（１２１）式）の下で，定常解の安定
性をみてみよう。
消費函数（（１２１）式）の下で，体系は
sn１＝（１δ）sn［１exp（β（sntn））］１ （１２３）
tn１＝tnε（sntn） （１２４）
Im
２i
i modλ
b
２ １ ０ １ ２ ３ Re
a
i
２i
図－6
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と表現し直される。
直ちに，定常解
s＊＝t＊＝１２δ （１２５）
がしたがう。（１２３），（１２４）式の体系の Jacobian行列は
J＝




１δβ exp（β（st））［１exp（β（st）］２
ε
β exp（β（st））［１exp（β（st））］２
１ε



	
（１２６）
で表わされ，定常解で評価し，（１２５）式を考慮すれば
J＝




１δ β４
ε
 β４
１ε



	
（１２７）
がしたがう。しかるに，tr J＝２δε β４，det J＝（１δ）（１ε）
β
４がしたがい，判別式 Δ は，
Δ＝（tr J）２４det J＝
εδ
β
４


２４εδ （１２８）
で与えられる。
さて，消費函数の勾配の緩急度 β，閾値蓄積過程の調整速度 ε を所与として残るパラメータの消
費蓄積記憶の喪失率である減耗率 δ のみが変化するものとし，そこでの定常解近傍の安定性をみ
てみよう。
いま，判別式 Δ＝０と置くと
図－7
c（st）
１
β＝１００
β＝１
０．５
β＝１０
st
１０ ５ ０ １０
習慣的消費と合理的中毒性
61
ε２δ２
β
４


２
２εδβε２
βδ
２＝０ （１２９）
or δ２２ε
β
２

δμ
２βε２


β
４


２
＝０ （１３０）
なる２次方程式がしたがう。その根は，
δ＝
±２ε
β
２

 ２ε
β
２


２
４ε
２ βε２


β
４


２

２
＝ β４ε±βε （１３１）
で与えられる。
以下では，体系の定常解近傍での安定性がしたがう安定領域（stability region）を特定化する形
で安定性を確かめよう。１３）
まず，判別式 Δ＜０の場合を想定する。
このとき，（１３１）式を考慮すれば
β
４εβε＜δ＜
β
４εβε
を満たす２つの複素根 λi（i＝１，２）がしたがう。さらに，安定性がしたがうためには，モジュール｜λi｜
が
｜λi｜＝modλi＝１４（tr J）２（Δ）＜１ （１３３）
を満たされなければならない。（１３３）式）は
δ＞
β
４ε

（１ε）
１ （１３４）
を意味する。ここで，δ＜１なる仮定を想起すれば，（１３２），（１３４）式ともども安定領域
max
β
４εβε，


β
４ε

（１ε）
１
＜δ＜min

１，
β
４εβε

 （１３５）
が特定される。
次に，判別式 δ＞０の場合を想定する。
（１３１）式を考慮すれば
β
４εβε＜δ （１３６）
もしくは
β
４εβε＞δ （１３７）
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を満たす２つの実数根 λi（i＝１，２）がしたがう。さらに，｜λi｜＜１は
δ＞
β
４ε

 （１３８）
を意味し，パラメータ δ に対する追加制約となる。しかるに，δ，ε＜１であるから，（１３８）式は， β４
＜ε の領域においてのみ妥当する。ここで，（１３７）式を結合すれば
０＜δ＜ β４εβε （１３９）
が満たされる安定領域がしたがう。また，（１３６），（１３８）式，δ＜１を結合すれば
β
４εβε＜δ＜１ （１４０）
を満たす安定領域がしたがう。
以上の（１３５），（１３９），（１４０）式から，全体として
max０，


β
４ε

（１ε）
１
＜δ＜１ （１４１）
なる全安定領域（total stability region）がしたがう。
ところで，上の体系の構造上，パラメータ δ と ε は，可換的であり，δ，ε のいずれを変化パラメ
ータとしても同一の全安定領域がしたがうことが帰結される。１４）
７）それに先立つ萌芽的議論として，Stigler＝Becker［２７］，その後続的議論として，Becker＝Grossman＝Mur-
phy［２］，Becker［１］参照。関連作業として，酒税に関して，Cook＝Tauchen［８］，喫煙に関して，Farrell
＝Fuchs［１０］，Lewit＝Coate［１７］，Lewit＝Coate＝Grossman［１８］，Townsend［２９］等，また，習慣性の持続
性に関して，Pollak［２２］, Spinnewyn［２６］，さらに，中毒性消費の中断と逆戻りの過程についてWinston［３２］
参照。
８）中毒財の定義例として，Iannaccone［１３］参照。しかるに，前節の Ryder＝Heal, op. cit ., の示唆するそれと
は，必ずしも整合しない。
９）例えば，Lorenz［２０］（Appendix）参照。
１０）前節の（６７）式参照。
１１）Lorenz, op. cit .,（Appendix）参照。
１２）Feichtinger, et al., op. cit., Fig１（p．１５９）に準ずる。
１３）安定領域外における分岐，リミット・サイクルの発生可能性が示唆される。
１４）Feichtinger et al., op. cit.,（Appendix）参照。
結びにかえて
Ibn Khaldûn（１３３２−１４０６）は，文明の進んだ都市生活者よりも素朴な砂漠の遊牧民の中に，人間と
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してのすぐれた素質が保持されるとしたアラブの歴史家である。王朝は，３世代１２０年の寿命を越
えることはないとも言う。バダウ（砂漠）的生活とハダル（都市）的生活を対比させながら，文明は，
進歩にともなって一方に必ず毒素を発生，堆積させ，やがて，それが社会を腐敗させ，崩壊させて
しまう。これが歴史の辿る運命であると言う。その過程で連帯意識が希薄化し，やがて消滅してし
まうからであると言う。
まず，習慣的消費の蓄積が消費資本ストックとして現行の消費水準，効用水準に影響を与えると
ころでの合理的消費選択の行動のあり方とその安定性が展望された。
連帯意識が消滅し個別化した文明の進んだ都市生活者の消費形態の１つとも考えられる中毒性な
いし中毒財に対する消費も，合理的選択行動のそれであると位置づける議論がある。合理的中毒性
（rational addiction）のそれである。
合理的中毒性の枠組の中で，まず，１財の消費蓄積が２つの消費資本ストックをもたらす非財特
定消費資本の場合について，安定解が特定され，そこでも消費資本ストックに関して隣接補完性お
よび遠隔補完性がしたがう可能性が確かめられた。
次に，習慣的消費蓄積にともない，現行消費水準を上昇させる正のフィード・バックが作用する
一方で，飽和状態にともない閾値として現行消費を抑制する負のフィード・バックが作用する情況
の下で，体系の安定性が S 字型消費函数が援用される場合について確められた。内生変数として
の閾値ストックの調整速度と軌を一にする習慣蓄積の減耗率の変化の下での安定領域が特定された。
上の議論における合理性は，指数的割引函数の適用と同義であった。他の形態の割引函数の適用
化が，上の議論にもたらし得る変更の可能性をみることは，我々の議論の興味深い発展化の方向の
一つであろう。
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